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Table 1 ソーシャルスキル得点の調査時による差の検定 
 
 平均値 SD ｔ 有意確率 
開始時、終了時の差 -5.444 6.616 -2.469 .039 * 
終了時、追跡調査時の差 -4.111 3.296 -3.724 .006 ** 
開始時、追跡調査時の差 -9.556 5.981 -4.793 .001 ** 
*p<0.05, **p<0.01     






   
Table 2 ソーシャルスキル下位尺度学習前後の差の検定 
 
 平均値 SD ｔ 有意確率 
関係開始 -2.111 2.667 -2.375 .045 * 
解読 0.444 2.068 0.645 .537 
主張性 -1.222 2.438 -1.504 .171 
感情統制 0.222 3.073 0.217 .834 
関係維持 -0.667 2.449 -0.816 .438 
記号化 -2.111 2.369 -2.674 .028 * 
*p<.05     





   
Table 3 ソーシャルスキル下位尺度学習後と追跡時の差の検定 
 
 平均値 SD ｔ 有意確率 
関係開始 -0.444  1.667  -0.800  .447  
解読 -1.444  1.810  -2.393  .044 * 
主張性 -0.556  1.810  -0.921  .384  
感情統制 -0.556  1.810  -0.921  .384  
関係維持 -1.333  1.500  -2.667  .029 * 
記号化 0.222  1.093  0.610  .559  
*p<.05     







   
Table 4 ソーシャルスキル下位尺度学習前と追跡時の差の検定 
 
 平均値 SD ｔ 有意確率 
関係開始 -2.556  2.789  -2.749  .025 * 
解読 -1.000  1.500  -2.000  .081  
主張性 -1.778  1.202  -4.438  .002 ** 
感情統制 -0.333  2.500  -0.400  .700  
関係維持 -2.000  1.871  -3.207  .012 * 
記号化 -1.889  2.315  -2.447  .040 * 
*p<.05, **p<.01     
   
 ソーシャルスキルの６下位尺度のピアヘルピングに関する学習開始時および終了時、追跡調査
時の得点の平均値はFigure 2に示す通りであった。 













Figure 2 ソーシャルスキル下位尺度の変化 







   
Table 5 受験群と非受験群のソーシャルスキルの平均値（SD) 
 
 ピアヘルパー筆記試験  
 受験群 非受験群 有意確率 
開始時 77.00(11.87) 92.00(14.07) .126 
終了時 81.00(17.26) 99.25(21.13) .196 
追跡調査時 87.00(17.61) 101.00(19.72) .297 







   
Table 6 受験群と非受験群のソーシャルスキルの変化の平均値（SD) 
 
 ピアヘルパー筆記試験  
 受験群 非受験群 有意確率 
開始時、終了時の差 4.00(6.04) 7.25(7.76) .501 
終了時、追跡調査時の差 6.00(3.08) 1.75(1.71) .044 * 
*p<.05    








































































































１．相手とすぐに、うちとけられる                     １     ２    ３    ４ 
２．表情やしぐさで相手の思っていることがわかる              １     ２    ３    ４ 
３．自分が不快な思いをさせられたときには、はっきりと苦情を言う      １     ２    ３    ４ 
４．気持ちをおさえようとしても、それが顔に現われてしまう         １     ２    ３    ４ 
５．相手の立場を考えて行動する                      １     ２    ３    ４ 
６．誰とでもすぐ仲良くなれる                       １     ２    ３    ４ 
７．顔つきから相手の感情を読みとれる                   １     ２    ３    ４ 
８．友達が自分の気持ちを傷つけたら、そのことをはっきりと伝える      １     ２    ３    ４ 
９．表情が豊かである                           １     ２    ３    ４ 
１０．知らない人とでも、すぐ会話を始められる               １     ２    ３    ４ 
１１．話しているとき、相手の表情のわずかな変化も感じとれる        １     ２    ３    ４ 
１２．どんなに親しい人に頼まれても、やりたくないことははっきりと断る   １     ２    ３    ４ 
１３．困ったときは顔にでやすい                      １     ２    ３    ４ 
１４．人と話すのが得意である                       １     ２    ３    ４ 
１５．自分の言葉が相手にどのように受け取られた察しがつく         １     ２    ３    ４ 
１６．人の話の内容が間違いだと思ったときには、自分の考えを述べるようにしている 
  １     ２    ３    ４ 
１７．感情をあまり面にあらわさないでいられる               １     ２    ３    ４ 
１８．その場にあった行動がとれる                     １     ２    ３    ４ 
１９．他人が話しているところに、気軽に参加できる             １     ２    ３    ４ 
２０．嘘をつかれても、たいてい見破ることができる             １     ２    ３    ４ 
２１．どちらかといえば、自分の意見を気軽に言うほうだ           １     ２    ３    ４ 
２２．身振り手振りをまじえて話すのが得意である              １     ２    ３    ４ 
２３．誰にでも気軽にあいさつできる                    １     ２    ３    ４ 
２４．相手の目を見て、自分が何か不適切なことを言ってしまったことに気がつく 
 １     ２    ３    ４ 
２５．たとえ人から非難されたとしても、うまく片付けることができる     １     ２    ３    ４ 
２６．相手の話をまじめな態度で聞くことができる              １     ２    ３    ４ 
２７．知合いになりたいと思っても、話のきっかけを見いだすのがむつかしい  １     ２    ３    ４ 
２８．初対面でも、少し話をすれば相手がどんな人かだいたいわかる      １     ２    ３    ４ 
２９．相手と意見が異なることをさりげなく示すことができる         １     ２    ３    ４ 
３０．自分の感情をコントロールするのが苦手である             １     ２    ３    ４ 
３１．初対面の人に、自己紹介が上手にできる                １     ２    ３    ４ 
３２．自分に関心をもっている人は、すぐに見分けられる           １     ２    ３    ４ 
３３．相手に良い感じを持ったら、それをすなおに表現できる         １     ２    ３    ４ 
３４．まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても、それを上手に処理できる 
 １     ２    ３    ４ 
３５．感情を素直にあらわせる                       １     ２    ３    ４ 
１．            ２．           ３．           ４．  
ほとんどあてはまらない    あまりあてはまらない    ややあてはまる     かなりあてはまる 
